
令和７年度

すくわくプログラム活動報告書

モニカ本駒込園

（実施対象：４・５歳児クラス）



テーマ 野菜

食育で人参に触れてから野菜の育ち方に

興味を持つ姿や、廊下に掲示している食育

コーナーに興味を持つ姿がよく見られ、保

護者と会話しながら登園または降園する姿

が見られた。

毎年プランターを使って野菜を作ってい

ることもあり、保育園全体で経験があるこ

とを生かしていく。

野菜への興味関心を持つ姿が見られるた

め、活動や遊びを通して、野菜の育ち方を

知ってもらう。

野菜の育ち方を知る。
自分たちで育てることで生命の大切さに気付く

「どうしたら育つのかな」
「野菜はどこで作られているかな」

令和７年６月～７月

計５回

４・５歳児クラス ２４名設定理由 対象クラス

活動のねらい

問 い

活動期間

活動回数



活動① 野菜について知ろうとする。興味関心を広げる。

毎日当番ごとに水やりを行いその都度、子どもの声を聴く。

①普段、食べている野菜や知っている野菜を絵で表現する

②描いた野菜を野菜ごとにまとめる

③野菜の苗を植える

じょうろ(3)｜水クレヨン色鉛筆画用紙(白)準備物

活動内容

野菜を自分たちで植えてから毎日水やりを行っていくと、少しずつ変化があることに気付けるよう

にしていく。
活動のねらい

「みんなが食べる野菜はなにがあるかな」問 い



活動② 自分たちで育てた野菜を通して生命を身近に感じる

毎日当番ごとに水やりを行いその都度、子どもの声を聴く。

①成⾧した野菜の絵を描く(3週目）気付いたことについて、発表会を行う。

②成⾧した野菜の絵を描く(4週目）気付いたことについて、発表会を行う。

③野菜の育つ様子をプロジェクターを使ってスクリーンに投影し、これまでの活動の振り返りや、こ

れからの育ちの楽しみを話した。

じょうろ(3)｜水｜クレヨン｜色鉛筆
画用紙(白)｜スクリーン｜プロジェクター

準備物

活動内容

活動を通してみんなの気づきを共有することで野菜を育てたことで見つけることができた発見を楽

しみ、より野菜を身近に感じてもらう

活動のねらい

「何が変わったかな」問 い



活動③ 野菜を育てたことへの達成感と、実際に食べることで生命の大切さを知る

①茄子を収穫する

②きゅうりを収穫する

大きくなった野菜から給食の調理師に渡し、実際に食べる環境づくりをする。

きゅうり茄子プランター(2)｜じょうろ(3) 水｜クレヨン｜色鉛筆｜画用紙準備物

活動内容

日々の水やりによって、大きく野菜を育てることができ、野菜も生きていることに気づくことが
できた。
テーマ設定にあたって活か自分たちで育てたという達成感と、給食の調理師に渡し、調理しても
らうことで食材への感謝を感じてもらえるようにする。

活動のねらい

「どうやって大きくなったかな」問 い













全体の振り返り

毎日、野菜と向き合うことで様々な変化や発見に気づくことができた。

また、自分たちで育てたことで、どうすれば野菜が育っていくのかについて気付くことができ、実際に食べることで

達成感と喜びを感じることができたため、大切に野菜を食べる姿が見られた。

テーマ：野菜

終
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